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▸ 令和３年度の脳・心臓疾患の支給決定件数に占める道路貨物運送業の割合は、３２.５％と最も高かった。

▸ 脳・心臓疾患の支給決定件数に占める道路貨物運送業の割合は、増加傾向にある。

脳・心臓疾患の業種別支給決定件数

1

（厚生労働省調べ）

脳・心臓
疾患

道路貨物
運送業

２８.３％
（５５件）

道路旅客
運送業

１.０％
（２件）

全業種 １００％
（１９４件）

脳・心臓
疾患

道路貨物
運送業

２２.１％
（６５件）

道路旅客
運送業

６.４％
（１９件）

全業種 １００％
（２９３件）

業種

種類

業種

種類

【令和２年度】（2020年度） 【平成21年度】（2009年度）

※ 平成21年度より中分類を集計

－5.4

脳・心臓
疾患

道路貨物
運送業

３２.５％
（５６件）

道路旅客
運送業

０％
（０件）

全業種 １００％
（１７２件）

業種

種類

【令和３年度】（2021年度）

＋4.2

－1.0

＋6.2



▸ 令和３年度の脳・心臓疾患の支給決定件数に占める貨物自動車運転者の割合は、３０.８％と最も高かった。

▸ 脳・心臓疾患の支給決定件数に占める貨物自動車運転者の割合は、増加傾向にある。

脳・心臓疾患の職種別支給決定件数
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脳・心臓
疾患

貨物自動車
運転者

２７.３％
（５３件）

乗用自動車
運転者

１.０％
（２件）

バス
運転者

０.５％
（１件）

全職種 １００％
（１９４件）

脳・心臓
疾患

貨物自動車
運転者

２２.１％
（６５件）

乗用自動車
運転者

５.１％
（１５件）

バス
運転者

０.６％
（２件）

全職種 １００％
（２９３件）

職種

種類

職種

種類

【令和２年度】(2020年度) 【平成21年度】（2009年度）

（厚生労働省調べ）

－4.2

脳・心臓
疾患

貨物自動車
運転者

３０.８％
（５３件）

乗用自動車
運転者

０％
（０件）

バス
運転者

０％
（０件）

全職種 １００％
（１７２件）

職種

種類

【令和３年度】(2021年度)

－1.5

＋3.5 ＋5.2



▸ 令和３年度において労災（脳・心臓疾患）支給決定件数と、雇用者数とを対比すると、道路貨物運送業は全業種平均の

１０.３倍であった。

脳・心臓疾患の業種別支給決定件数の雇用者数に対する割合

3

（「労働力調査」（総務省）及び厚生労働省調べ）

【令和２年度】（2020年度） 【平成21年度】（2009年度）

雇用者数
支給決定
件数

全業種の雇
用者数に対
する支給決
定件数割合
を１とした
ときの比率

全業種
５,４５７

万人
２９３件 １倍

運輸業，
郵便業

３３１
万人

８５件 ４.８倍

道路貨物
運送業

１７４
万人

６５件 ７.０倍

道路旅客
運送業

５５
万人

１９件 ６.４倍

建設業
４１９
万人

３０件 １.３倍

医療，福祉
５９９
万人

９件 ０.３倍

雇用者数
支給決定
件数

全業種の雇
用者数に対
する支給決
定件数割合
を１とした
ときの比率

全業種
５,９６２

万人
１９４件 １倍

運輸業，
郵便業

３３６
万人

５８件 ５.３倍

道路貨物
運送業

１８８
万人

５５件 ９.０倍

道路旅客
運送業

４２
万人

２件 １.５倍

建設業
４０２
万人

２７件 ２.１倍

医療，福祉
８３７
万人

８件 ０.３倍

雇用者数
支給決定
件数

全業種の雇
用者数に対
する支給決
定件数割合
を１とした
ときの比率

全業種
６,０１３

万人
１７２件 １倍

運輸業，
郵便業

３３９
万人

５９件 ６.１倍

道路貨物
運送業

１９０
万人

５６件
１０.３
倍

道路旅客
運送業

３９
万人

０件 ０倍

建設業
３９５
万人

１７件 １.５倍

医療，福祉
８６１
万人

６件 ０.２倍

【令和３年度】（2021年度）


